塚本訳 マタイ [１２]章１８～２１節
◆イエスの伝道法＜１５～２１＞

18 『これがわたしの選んだ僕、心にかなったわたしの最愛の者。わたしは彼にわたしの霊を与え、彼は異教人に（わたしの）正義を告げる。

19 彼は争わず、叫ばず、大通りにその声を聞く者もある　　　まい。

20 傷ついた葦を彼は折らず、くすぶる燈心を消さない、　　（わたしの）正義に勝利を得させるまでは。

21 異教人は彼に望みをかけるであろう。』

マタイ　１２章１８～２１節　口語訳

18 「見よ、わたしが選んだ僕、わたしの心にかなう、愛する者。わたしは彼にわたしの霊を授け、そして彼は正義を異邦人に宣べ伝えるであろう。

19 彼は争わず、叫ばず、またその声を大路で聞く者はない。

20 彼が正義に勝ちを得させる時まで、いためられた葦を折ることがなく、煙っている燈心を消すこともない。

21 異邦人は彼の名に望みを置くであろう」。

マタイ　１２章１８～２１節　新改訳２０１７

18 「見よ。わたしが選んだわたしのしもべ、わたしの心が喜ぶ、わたしの愛する者。わたしは彼の上にわたしの霊を授け、彼は異邦人にさばきを告げる。

19 彼は言い争わず、叫ばず、通りでその声を聞く者もない。

20 傷んだ葦を折ることもなく、くすぶる灯芯を消すこともない。さばきを勝利に導くまで。

21 異邦人は彼の名に望みをかける。」

マタイ　１２章１８～２１節　新共同訳

◆神が選んだ僕＜１５～２１＞

18 「見よ、わたしの選んだ僕。わたしの心に適った愛する者。この僕にわたしの霊を授ける。彼は異邦人に正義を　　　　知らせる。

19 彼は争わず、叫ばず、その声を聞く者は大通りには　　　いない。

20 正義を勝利に導くまで、彼は傷ついた葦を折らず、　　　　くすぶる灯心を消さない。

21 異邦人は彼の名に望みをかける。」

マタイ　１２章１８～２１節　新改訳第３版

18 「これぞ、わたしの選んだわたしのしもべ、わたしの心の　喜ぶわたしの愛する者。わたしは彼の上にわたしの霊を　置き、彼は異邦人に公義を宣べる。

19 争うこともなく、叫ぶこともせず、大路でその声を聞く者もない。

20 彼はいたんだ葦を折ることもなく、くすぶる燈心を消すこともない、公義を勝利に導くまでは。

21 異邦人は彼の名に望みをかける。」

　
第37講　神の僕の極致　12:15-21 
ここは、マタイの福音書の中の一瞬の閃光のように、主の横顔を浮かび上がらせています。マタイが引用するのは、預言者イザヤの書42章の始めに出る「主の僕」の詩です。主なる神の意志に服して、神の御心をだれよりもよく分かって、辱めを受けても、命を奪われても黙って、なされるがままに耐えている人の姿が、いくつかの段落と断片に分けて、イザヤの預言の中にちりばめられているという、不思議な詩の一つです。
この「主の僕」は、私たちの新約聖書ではマタイだけではなく、ほかにも「彼は羊のように屠殺場に引かれて行った」というくだりは、フィリポがエチオピア人にキリストを伝えるところで引用されますし、ソロモンの回廊でのペトロの説教の中でも、この「主の僕」o` pai/j ku,riouは特別な用語として、メシアの代名詞のように使われています。実はこの「僕」と訳してある言葉は、ヘブライ語でもギリシャ語でも、「若者」の意味や「子供」の意味を持ち、ちようど英語の“boy”のような感じで不思議な響きを感じさせます。天の父にとって愛する「わが子」でもあり、父の意志に極限まで服した「僕」でもある謎の人物、という感じで昔から預言書を学ぶ者の心を捉えたものです。　　　　　　　367 
しかし、このへフライ語でエヴェド。アドナーイrxB-hwhyと呼ばれた人物一ギリシャ語訳の聖書ではo` pai/j ku,riouと言い直されていた周知の人物の姿を、神が世に遣わすキリストの意味に理解した人は、この時代にはほとんどいなかったと言います。なぜいなかったかと言えば、このエヴェドとかべ一スと呼ばれる人物の姿は、ユダヤ人のメシア像とはあまりに食い違い、弱々しいまでに影が薄く頼りなく見えたからです。確かに犠牲的で感動的でもあるのですが、イスラエルの好みに合わなかったのです。主なる神が全権を委ねて世に遣わすメシアであれば、敗北者ではなく勝利者でなければならない。栄光に輝いて、鉄の杖で敵を打ち砕く人でなければ救世主とは言えない。この方が声を発すれば、すべての人がうち震えるくらいの迫力を持つ。彼が叫べば、イスラエルの全軍が呼応して鳴りどよめく。そのような「主の僕」像が一世を風靡していた中で、ペトロやフィリポやこのマタイは、それとは対照的な「主の僕」をイエスの中に見ていたのです。 
2.  マタイが見抜いた 「主の僕」像。        12:18-21. 
18節の最初から読むと、異邦人という言葉が二度、そして正義という言葉が二度繰り返されます。どちらもここでは大事な重い言葉です。異邦人はユダヤ人からは不浄の輩と軽蔑された異民族のことですが、ここでは“宗教的落ちこぼれ” とでも言い換えてみると、趣旨が少し通じるかも知れません。その“落ちこぼれ”の人たちに希望を持って来てくださるのが主の僕であると。 
彼は異邦人に正義を知らせる。
l9. 彼は争わず、叫ばず、
その声を聞く者は大通りにはいない。 
20. 正義を勝利に導くまで、
彼は傷ついた葦を折らず、
くすぶる灯心を消さない。
21. 異邦人は彼の名に望みをかける。」
19節と20節、特に20節は、聖書を一回でも通読した人でしたら、決して忘れないくらい印象に残るものです。私もこの言葉は学生時代に覚えたのです。「彼は傷ついた章を折らず、くすぶる灯心を消さない。」 まっすぐに立っている葦でも、「風にそよぐ章」と言われるくらい心もとないものです。その葦の茎が潰れて、自分で立っている力もない。くすぶって燃え上がらない灯心など、捨てて入れ換えた方が周りの人にも迷惑にならずに済む。それが能率主義、成績第一の考え方でしょう。しかし、潰れて折れかかった葦のような人も、くすぶって人の目を痛めるしか能のない人も、この「主の僕」の目には別なものに見えるのです。必ず真っすぐに立つ葦、炎を上げて輝く灯心として見ておられる。その美しい姿になるまで決して見捨てはしない。必ず力を与えて、愛と忍耐で変身させてしまわれる方がこの方だと。370 
ここでもマタイは凄い洞察をしています。彼が実際に見ていたのは運ばれてくる病人でした。足が立たなかったり、目が見えなかったり、体が硬直していたり、手が動かなかったり一。そういう人たちに嫌がらずに仕えておられるイエスを見て、マタイはもっと内面の悲劇を重ねて見ていたわけです。やがて、自分でも愛想がつきるような悲しい人たちが、「主の僕」イエスのお陰で立ち上がる。ファリサイ派の優等生から見れば、「煙たいだけの欠陥品だ。そんなお粗末な灯心は捨ててしまえ。潰れた葦が何の役に立つか。燃やして処分せよ」というところを、「待て、わたしが直す。 もう一度生かす」とこの人は言われるだけではなく、それを本当に実行されるのです。だから「異邦人」も彼の名に望みをかけることができる。この人は「異邦人」に正義を与えてくださる人だと。 
「正義を知らせる」また「正義を勝利に導く」と訳してあるここの「正義」という語は、ふつうの “righteousness ” にあたる言葉ではなく、普通は“judgment”(裁き)と訳す
kri,sijです。新改訳は「公義を宣べる」「公義を勝利に導く」と訳しています。イザヤ書の原文にある「ミシュパー ト」jP'v.miは、「裁き」と「正義」との両方を合わせたような言葉で、「神御自身が正しいと判断された正しさ」です。神御自身の判定です。だれが「こいつは正しくない」と言おうと、「欠陥人間、くすぶり灯心、折れ曲がってもとに戻らない葦の茎だ」と判定しようと、天の父が「わが子イエスの血で清めたぞ」と言われるのです。「わが霊で新しい命を与えたぞ。イエスを信じる限り、だれが否定してもわたしの正義を与えてある。異邦人でも正義だ」と言われる、そのような正義です。「彼は異邦人に正義を知らせる。正義を勝利まで強引に押し切る。」だから、異邦人でも、欠陥人間でもイエスの名に望みをかけることができるのです。371
《結 び》 
ここにあるのは「主の僕」の極致です。これは究極の僕ですから我々が逆立ちしてみても、だれにも再現できるようなものではありません。神御自身が「わたしの霊を授けた」と言われて、「わたしが選んだ、わたしの心に適った、わが愛する者よ」 と保証されるほどの方です。私たちにできることはただ、信じて、この方からいただくものを受けるだけです。十字架の血の力を、死人を生かす命をこの方から受けるのです。それで「異邦人」が正義を存分に味わえる。折れた葦のようなものも、燃えないランプのようなものも誇りを持ってまっすぐに立てるのです。 
しかし、次元的に違うとはいえ、パウロのローマ書には「兄弟愛をもって互いに愛し、･･･霊に燃えて、主に仕えなさい」という教えがあります(l2:10,11)。主の僕として主に仕える。そして主に仕える心で人の僕となる。「主の僕の極致」であられたイエスの百分の一、千分の一にも達しないような、小規模の反映だとしても、やはりあなたも私も、傷ついた葦を大事にする役目や、くすぶっていたランプを燃え立たせることのできる役目が与えられているはずです。マタイ20章の25節以下のお言葉を、 自分のためのお言葉として心に焼きつけたいものです。 
25. そこで、イエスは一同を呼び寄せて言われた。「あなたがたも知ってているように、異邦人の間では支配者たちが民を支配し、偉い人たちが権力を振るっている。   26. しかし、あなたがたの間では、そうであってはならない。あなたがたの中で偉< なりたい者は、皆に仕える者になり、  27. いちばん上になりたい者は、皆の僕になりなさい。  28.　人の子が、仕えられるためではなく仕えるために、また、多くの人の身代金として自分の命を献げるために来たのと同じように。」
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